


た RVA を血清中和法で血清型別し、同農場で使用しているワクチン中の RVA 株と比較検討

した。交差中和試験の結果、分離された3株の RVA は血清型が異なることが判明した。初乳

摂取後6週間にわたり子牛血漿を採取したところ、2つの分離株に対して獲得した移行抗体が

徐々に減少したが、ワクチン株に含まれない1つの分離株に対する抗体が6週後までに増加し

た。これらの結果から、新型 RVA 血清型を含む新ワクチンの接種が必要であることが示唆さ

れた。 

 第三章では、A 農場から分離された RVA および BCoV に対し、逆性石鹸と0.17%食品添加

物規格水酸化カルシウム混合液の不活化効果を調べた。混合液は、それぞれの単独使用と比

較して相乗効果や広域性を示すことがわかり、畜産現場での使用が推奨された。 

 牛の農場では、適切なワクチン接種、長靴や衣類の交換、消毒剤の適切な使用、あるいは

農場への立ち入りの制限などにより、バイオセキュリティレベルを高めることが可能である。 

  以上、農場の衛生対策による汚染指標病原体の低減と適切なワクチン接種、消毒資材の

適切な利用法を確立し、農場の生産性に貢献する博士論文・研究と考えられた。 

 

 


